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概  要 

 

炭素繊維強化プラスチック（CFRP）に蛍光浸透探傷試験を適用することで、

目視観察でわからない試験体表面に生じたマトリックスクラック等の微小な

損傷を検出することが可能である。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

 従来、CFRP の検査には超音波探傷試験や X 線透過試験が主に用いられて

いるが、これらの試験法は表面探傷が困難であったり、試験機の導入コストや

Ｘ線を扱う安全性等の課題を有している。一方で浸透探傷試験は安価かつ簡便

に CFRP 表面の欠陥を検出することが可能である。 

本技術の 

有用性 

工具等の落下などで表面にきずが生じた場合、浸透探傷試験を適用すること

で落下部位の特定を行うことができる。その後、超音波探傷試験と組み合わせ

ることで表面から内部に至るまでの欠陥の検出が可能となり品質保証の向上

に寄与することが期待される。 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

右図は円孔を有する熱硬化性平織り CFRPに引張り  引張り負荷方向 

の負荷を加えた後、試験片表面に蛍光浸透探傷試験を 

適用した時の顕微鏡画像である。円孔周辺の応力集中 

部からクラックが生じているのが確認できる。 

適用可能製品 
表面損傷を有した CFRP材 
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